
仙台市長 奥山恵美子 殿

仙台市では、子どもの医療費助成の対象は、通院は小学３年生まで、一部負担金(月初診

500 円)もあるなど、他の政令市や、県内自治体と比べても遅れています。さらに、所得制

限があり利用できる世帯が限られています。 

保育所への入所を申し込んでも入れない「待機児童」も毎年 1000 名以上と大変深刻です。 

子どもたちにゆきとどいた教育環境をととのえることは、市民みんなの願いです。 

子どもたちがすこやかに育つまち・仙台になるため、以下要望いたします。 

要望項目 

○子どもの医療費助成は、ワンコイン負担をやめ中学校卒業まで入院も通院も無料に。

所得制限をなくし、すべての子ども達を対象にして下さい。 

○保育を必要とする子どもが、全員保育を受けられるように仙台市立保育所も民間認可保

育所も増やして下さい。 

○学童保育（放課後児童クラブ）は希望する子どもが全員通え、遊びと生活の場となるよ

う、施設整備を急いで下さい。 

○小学校・中学校の全学年で、1 クラス 35 人以下の少人数学級にして下さい。

○各学校の特別支援教育を充実するとともに、仙台市立の特別支援学校を増やして下さい。 

○安心して学べるように仙台市独自の返還不要の奨学金制度をつくって下さい。
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